







































資料 l 第 7回CROSS-CULTURAL
日 時 内 六合
1ST PERIOD ・オリエンテーション (5/292: 00於：第 1AVE) 
• この企画の目的・各国の一般事情およびその文化の説明














JUNE 4 (SAT) 10:40 AVElへ全員集合。〔時間厳守〕
ゲストの入場・自己紹介（各国の言葉での挨拶）
10:55 各教室への移動
11:05 座談会の開始。生徒の自己紹介〔 3,_, 5の英文で〕


















CLASS NO. NAME 





社会科の部屋で調べ， INFORMATION 国旗2枚 〔 〕〔 〕
SHEETに書く。役割分担の仕事をす 地図 〔 〕 〔 〕
る 名札〔〕〔〕
明日にそなえ，質問などをよく練習し 各グループで司会者の決定

























































たことがある ったことがある ったことがない 計
とても良かった 8 13 36 57 
27. 6% 31. 7 % 34. 3% 32. 6% 
良かった 1 5 19 44 78 
51. 7 % 46. 3 % 41. 9形 44. 6形
どちらでもない 5 7 16 28 
17. 2 % 17. 1 % 15. 2 % 16. 0 % 
良くなかった 1 1 7 ， 
3. 4 % 2. 4% 6. 7 % 5. 1 % 
ひどかった 1 2 3 
2. 4% 1. 9 % l. 7 % 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































思う＂のであれば A, uどちらともいえない＂時は B, Iそうは思わない＂のであれば Cと記入
させ， ABCの数をパーセンテージで示したものである。さらに支持率とは集計結果を数的に算








② 親近意識のうちの文化的受容面（項目 3,._, 5)の支持率は群を抜いていた中国に他の国が
並びつつある。


























1) 日本ユネスコ国内委員会編『国際理解教育の手引き』 東京法令出版 1982年。
2) 同上書において新宿区立西戸山小・筑波大学附属中・私立帝塚山学院中・東京学芸大学附
属中等がある。
3) この調査項目自体は，横山十四男「態度変容をめざす『東南アジア』学習指導」 （『東京教
育大附属中研究紀要』第22, 23合併号， 1973年）における調査項目を活用させていただいた。
4) 拙稿「近くて遠い国，遠くて近い国」蓉淫学園国際教育部『JUNCTION』第2号， 1988。
5) 中国の場合， 日中共同声明を境に支持率が大きく上昇したという報告がある。横山十四男
「東南アジア学習指導のあり方を求めて」 『研究紀要』第30号， 1979。
6) 前掲書 3)
（附記） 「老淫での実践を紹介下さい」という編集子の求めに応じて「トーク」の紹介を試みま
したが，紙面の関係もあり，実践の概要しか述べられず，中途半端になってしまったことをおわ
び致します。それにしましても，今回の調査項目の内容をはじめ，異文化理解に関する多くの御
教示を横山十四男先生からいただきましたのは 6年も前になります。その調査結果の報告を横山
先生御退官の年に行なうことに対し何ともいえない感慨が胸にこみ上げて来ます。私個人および
本校への数多くの御指導，本当にありがとうございました。
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